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※特例運賃…… 乗車距離にかかわらず、一律小学生50円、
   中学生100円です。

乳　幼　児 無  料
小　学　生 50円 （特例運賃）
中　学　生 100円 （特例運賃）
大人3kmまで 100円
大人3km以上 200円

運

　賃

小 学 生 用　 １冊 50円×20枚 1,000円（特例運賃）
中 学 生 用　 １冊100円×20枚 2,000円（特例運賃）
一　般　用　 １冊100円×20枚 2,000円

乗
車
券

町内循環バス車内・役場会計課
ふるさと交流センター

販
売
場
所

山北南部循環  土休日運休　　　　　 土休日運行　　 白地：全日運行
山北駅発
  ７:５８
  ９:１０
１１:１０
１４:０５
１５:３０
１６:５０
１８:４０

山北中学
校入口

  ８:０１
  ９:１３
１１:１３
１４:０８
１５:３３
１６:５３
１８:４３

高松山入口
  ８:０２
  ９:１４
１１:１４
１４:０９
１５:３４
１６:５４
１８:４４

向  原
  ８:０４
  ９:１６
１１:１６
１４:１１
１５:３６
１６:５６
１８:４６

村  雨
  ８:０５
  ９:１７
１１:１７
１４:１２
１５:３７
１６:５７
１８:４７

山北高校前
  ８:０５
  ９:１７
１１:１７
１４:１２
１５:３７
１６:５７
１８:４７

下本村
  ８:０７
  ９:１９
１１:１９
１４:１４
１５:３９
１６:５９
１８:４９

丸山入口
  ８:１０
  ９:２２
１１:２２
１４:１７
１５:４２
１７:０２
１８:５２

柑橘果工前
  ８:１１
  ９:２３
１１:２３
１４:１８
１５:４３
１７:０３
１８:５３

高齢者いき
いきセンター

  ８:１５
  ９:２７
１１:２７
１４:２２
１５:４７
１７:０７
１８:５７

湯坂公民館
  ８:１７
  ９:２９
１１:２９
１４:２４
１５:４９
１７:０９
１８:５９

平  山
  ８:２１
  ９:３３
１１:３３
１４:２８
１５:５３
１７:１３
１９:０３

樋口橋
  ８:２３
  ９:３５
１１:３５
１４:３０
１５:５５
１７:１５
１９:０５

山北駅着
  ８:３０
  ９:４２
１１:４２
１４:３７
１６:０２
１７:２２
１９:１２

土休日運行

土休日運休

※この時刻表は、一部のバス停を表示しています。
※4月1日からの時刻表です。

山北駅発
  ８:０５

役場入口
  ８:０６

宮  地
  ８:０８

川村小学
校入口

  ８:０９
柑橘果工前
  ８:１４

丸山入口
  ８:１６

山北東部循環　平日運行（土休日運休）  土休日運休

山北東部循環　平日運行（土休日運休）  土休日運休

 土休日運休

 土休日運休

向原発
  ７：２５

下本村
  ７：２８

丸山入口
  ７：３１

柑橘果工前
  ７：３２ 土休日運休

下本村
  ８:１８

山北高校前
  ８:２０

村  雨
  ８:２０

向  原
  ８:２２

高松山入口
  ８:２４

山北中学
校入口

  ８:２５
山北駅着
  ８:３０ 土休日運休

川村小学
校入口着

  ７：３７
山北高校前
  ７：２６

村  雨
  ７：２６

 土休日運休　　　　　 土休日運行　　 白地：全日運行山北南部循環
山北駅発
１０：１５
１２：1５
１４：３８
１６：１０
１７：３５
１８：１０
１９：２０

樋口橋
１０:１８
１２:１８
１４:４１
１６:１３
１７:３８
１８:１３
１９:２３

平  山
１０:２０
１２:２０
１４:４３
１６:１５
１７:４０
１８:１５
１９:２５

湯坂公民館
１０:２４
１２:２４
１４:４７
１６:１９
１７:４４
１８:１９
１９:２９

高齢者いき
いきセンター

１０:２６
１２:２６
１４:４９
１６:２１
１７:４６
１８:２１
１９:３１

柑橘果工前
１０:３０
１２:３０
１４:５３
１６:２５
１７:５０
１８:２５
１９:３５

丸山入口
１０:３２
１２:３２
１４:５５
１６:２７
１７:５２
１８:２７
１９:３７

下本村
１０:３４
１２:３４
１４:５７
１６:２９
１７:５４
１８:２９
１９:３９

山北高校前
１０:３６
１２:３６
１４:５９
１６:３１
１７:５６
１８:３１
１９:４１

村  雨
１０:３６
１２:３６
１４:５９
１６:３１
１７:５６
１８:３１
１９:４１

向  原
１０:３８
１２:３８
１５:０１
１６:３３
１７:５８
１８:３３
１９:４３

高松山入口
１０:４０
１２:４０
１５:０３
１６:３５
１８:００
１８:３５
１９:４５

山北中学
校入口

１０:４１
１２:４１
１５:０４
１６:３６
１８:０１
１８:３６
１９:４６

山北駅着
１０:４７
１２:４７
１５:１０
１６:４２
１８:０７
１８:４２
１９:５２

土休日運行
土休日運休

山北西部循環　平日運行（土休日運休）
山北駅発
１５:３０
１６:１０

役場入口
１５:３１
１６:１１

宮  地
１５:３３
１６:１３

川村小学
校入口

１５:３４
１６:１４

高齢者いき
いきセンター

１５:３７
１６:１７

湯坂公民館
１５:３９
１６:１９

平  山
１５:４４
１６:２４

樋口橋
１５:４６
１６:２６

山北駅着
１５:５０
１６:３０

土休日運休
土休日運休

山北西部循環　平日運行（土休日運休）
山北駅発
  ６:３５
  ７:０５
  ７:３５

樋口橋
  ６:３８
  ７:０８
  ７:３８

平  山
  ６:４０
  ７:１０
  ７:４０

湯坂公民館
  ６:４４
  ７:１４
  ７:４４

高齢者いき
いきセンター

  ６:４６
  ７:１６
  ７:４６

川村小学
校入口

  ６:４７
  ７:１７
  ７:４７

宮  地
  ６:４８
  ７:１８
  ７:４８

役場入口
  ６:４９
  ７:１９
  ７:４９

山北駅着
  ６:５５
  ７:２５
  ７:５５

土休日運休
土休日運休
土休日運休

循環バスの運賃は、大人３ｋｍまで１００円、
３ｋｍ以上は２００円です。

例えば次の区間の運賃は…

パターン①
山北駅 から乗って 山北高校前 で降りたとしたら…
⇒　距離が３ｋｍ以上であるため、運賃は２００円です。
　
パターン②
高松山入口 から乗って 山北高校前 で降りたとしたら…
⇒　距離が３ｋｍ未満であるため、運賃１００円です。
　
通勤や通学、通院、買い物などの、皆さんの生活を支える移
動手段としてぜひご利用ください。
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写真

変更点

向原

下本村原耕地

向原
村雨

山北高校前

下本村

原耕地

原耕地上

変 更 前

変 更 後

始発場所となる向原バス停

●村雨地区を通る路線に変更します。
●新規バス停を２か所設置します。バス停 
　名は「村雨」「山北高校前」になります。
●下本村バス停の位置を山北チップ工業㈱ 
　の横に変更します。
●向原バス停発・川村小学校入口着の始発 
　は、国道２４６号線沿いの向原バス停に 
　変更します。（写真）
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※特例運賃…… 乗車距離にかかわらず、一律小学生50円、
   中学生100円です。

乳　幼　児 無  料
小　学　生 50円 （特例運賃）
中　学　生 100円 （特例運賃）
大人3kmまで 100円
大人3km以上 200円

運

　賃

小 学 生 用　 １冊 50円×20枚 1,000円（特例運賃）
中 学 生 用　 １冊100円×20枚 2,000円（特例運賃）
一　般　用　 １冊100円×20枚 2,000円

乗
車
券

町内循環バス車内・役場会計課
ふるさと交流センター

販
売
場
所

山北南部循環  土休日運休　　　　　 土休日運行　　 白地：全日運行
山北駅発
  ７:５８
  ９:１０
１１:１０
１４:０５
１５:３０
１６:５０
１８:４０

山北中学
校入口

  ８:０１
  ９:１３
１１:１３
１４:０８
１５:３３
１６:５３
１８:４３

高松山入口
  ８:０２
  ９:１４
１１:１４
１４:０９
１５:３４
１６:５４
１８:４４

向  原
  ８:０４
  ９:１６
１１:１６
１４:１１
１５:３６
１６:５６
１８:４６

村  雨
  ８:０５
  ９:１７
１１:１７
１４:１２
１５:３７
１６:５７
１８:４７

山北高校前
  ８:０５
  ９:１７
１１:１７
１４:１２
１５:３７
１６:５７
１８:４７

下本村
  ８:０７
  ９:１９
１１:１９
１４:１４
１５:３９
１６:５９
１８:４９

丸山入口
  ８:１０
  ９:２２
１１:２２
１４:１７
１５:４２
１７:０２
１８:５２

柑橘果工前
  ８:１１
  ９:２３
１１:２３
１４:１８
１５:４３
１７:０３
１８:５３

高齢者いき
いきセンター

  ８:１５
  ９:２７
１１:２７
１４:２２
１５:４７
１７:０７
１８:５７

湯坂公民館
  ８:１７
  ９:２９
１１:２９
１４:２４
１５:４９
１７:０９
１８:５９

平  山
  ８:２１
  ９:３３
１１:３３
１４:２８
１５:５３
１７:１３
１９:０３

樋口橋
  ８:２３
  ９:３５
１１:３５
１４:３０
１５:５５
１７:１５
１９:０５

山北駅着
  ８:３０
  ９:４２
１１:４２
１４:３７
１６:０２
１７:２２
１９:１２

土休日運行

土休日運休

※この時刻表は、一部のバス停を表示しています。
※4月1日からの時刻表です。

山北駅発
  ８:０５

役場入口
  ８:０６

宮  地
  ８:０８

川村小学
校入口

  ８:０９
柑橘果工前
  ８:１４

丸山入口
  ８:１６

山北東部循環　平日運行（土休日運休）  土休日運休

山北東部循環　平日運行（土休日運休）  土休日運休

 土休日運休

 土休日運休

向原発
  ７：２５

下本村
  ７：２８

丸山入口
  ７：３１

柑橘果工前
  ７：３２ 土休日運休

下本村
  ８:１８

山北高校前
  ８:２０

村  雨
  ８:２０

向  原
  ８:２２

高松山入口
  ８:２４

山北中学
校入口

  ８:２５
山北駅着
  ８:３０ 土休日運休

川村小学
校入口着

  ７：３７
山北高校前
  ７：２６

村  雨
  ７：２６

 土休日運休　　　　　 土休日運行　　 白地：全日運行山北南部循環
山北駅発
１０：１５
１２：1５
１４：３８
１６：１０
１７：３５
１８：１０
１９：２０

樋口橋
１０:１８
１２:１８
１４:４１
１６:１３
１７:３８
１８:１３
１９:２３

平  山
１０:２０
１２:２０
１４:４３
１６:１５
１７:４０
１８:１５
１９:２５

湯坂公民館
１０:２４
１２:２４
１４:４７
１６:１９
１７:４４
１８:１９
１９:２９

高齢者いき
いきセンター

１０:２６
１２:２６
１４:４９
１６:２１
１７:４６
１８:２１
１９:３１

柑橘果工前
１０:３０
１２:３０
１４:５３
１６:２５
１７:５０
１８:２５
１９:３５

丸山入口
１０:３２
１２:３２
１４:５５
１６:２７
１７:５２
１８:２７
１９:３７

下本村
１０:３４
１２:３４
１４:５７
１６:２９
１７:５４
１８:２９
１９:３９

山北高校前
１０:３６
１２:３６
１４:５９
１６:３１
１７:５６
１８:３１
１９:４１

村  雨
１０:３６
１２:３６
１４:５９
１６:３１
１７:５６
１８:３１
１９:４１

向  原
１０:３８
１２:３８
１５:０１
１６:３３
１７:５８
１８:３３
１９:４３

高松山入口
１０:４０
１２:４０
１５:０３
１６:３５
１８:００
１８:３５
１９:４５

山北中学
校入口

１０:４１
１２:４１
１５:０４
１６:３６
１８:０１
１８:３６
１９:４６

山北駅着
１０:４７
１２:４７
１５:１０
１６:４２
１８:０７
１８:４２
１９:５２

土休日運行
土休日運休

山北西部循環　平日運行（土休日運休）
山北駅発
１５:３０
１６:１０

役場入口
１５:３１
１６:１１

宮  地
１５:３３
１６:１３

川村小学
校入口

１５:３４
１６:１４

高齢者いき
いきセンター

１５:３７
１６:１７

湯坂公民館
１５:３９
１６:１９

平  山
１５:４４
１６:２４

樋口橋
１５:４６
１６:２６

山北駅着
１５:５０
１６:３０

土休日運休
土休日運休

山北西部循環　平日運行（土休日運休）
山北駅発
  ６:３５
  ７:０５
  ７:３５

樋口橋
  ６:３８
  ７:０８
  ７:３８

平  山
  ６:４０
  ７:１０
  ７:４０

湯坂公民館
  ６:４４
  ７:１４
  ７:４４

高齢者いき
いきセンター

  ６:４６
  ７:１６
  ７:４６

川村小学
校入口

  ６:４７
  ７:１７
  ７:４７

宮  地
  ６:４８
  ７:１８
  ７:４８

役場入口
  ６:４９
  ７:１９
  ７:４９

山北駅着
  ６:５５
  ７:２５
  ７:５５

土休日運休
土休日運休
土休日運休

循環バスの運賃は、大人３ｋｍまで１００円、
３ｋｍ以上は２００円です。

例えば次の区間の運賃は…

パターン①
山北駅 から乗って 山北高校前 で降りたとしたら…
⇒　距離が３ｋｍ以上であるため、運賃は２００円です。
　
パターン②
高松山入口 から乗って 山北高校前 で降りたとしたら…
⇒　距離が３ｋｍ未満であるため、運賃１００円です。
　
通勤や通学、通院、買い物などの、皆さんの生活を支える移
動手段としてぜひご利用ください。

町

内

循

環

バ

ス

時

刻

表

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
交
通

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

バ
ス
路
線
は
、
町
内
循
環
バ
ス
と

富
士
急
湘
南
バ
ス
㈱
が
運
行
し

て
い
る
路
線
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
は
通
勤
や
通
学
、
通

院
、
買
い
物
等
に
出
向
く
際
に

役
立
つ
交
通
手
段
で
す
が
、
利

用
者
の
減
少
な
ど
の
理
由
で
減

便
や
廃
止
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
バ
ス
路
線
が

減
便
や
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
と
、

高
齢
者
や
学
生
な
ど
自
家
用
車

を
運
転
し
な
い
交
通
弱
者
の
皆

さ
ん
の
重
要
な
交
通
手
段
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
今
は
自
家
用
車
の
運

転
が
で
き
る
方
も
、
将
来
運
転

が
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
は
、

バ
ス
が
大
事
な
交
通
手
段
と

な
っ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ

て
、
バ
ス
は
非
常
に
重
要
な
交

通
手
段
と
な
る
た
め
、
よ
り

多
く
の
方
が
バ
ス
を
利
用
し

て
生
活
交
通
を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

バ
ス
に
乗
ろ
う
！

 
路
線・循
環
バ
ス
は
大
事
な
交
通
手
段
で
す

▲

平成１７年１２月から路線バスの退出区間を補うことを
目的として運行している町内循環バス。町民や観光客など
利用者の交通手段として重要な役割を果たしています。

▲富士急湘南バス㈱が運行する町内を走る唯一の路線バ
ス。こちらも町民や観光客など利用者の交通手段として重
要な役割を果たしています。
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神
奈
川
県
は
、
財
政
難
の
理
由
か
ら
す

べ
て
の
県
有
施
設
の
見
直
し
を
進
め
て
お

り
、
丹
沢
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
平
成

27
年
３
月
末
で
閉
館
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
施
設
は
玄
倉
地
内
の
丹
沢
湖
湖

畔
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
丹
沢
湖
周
辺
の
自

然
情
報
、
登
山
情
報
、
観
光
情
報
を
発
信

し
て
き
ま
し
た
。

町
は
県
に
協
力
し
て
施
設
の
存
続
を
多

方
面
か
ら
模
索
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
一
度
区
切
り
を
付
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
施
設
の
有
効
活
用
を
引
き

続
き
探
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画
班

　
　
　
　
（
電
話
）
75
ー
３
６
５
２

新
東
名
高
速
道
路
の
完
成
予
想
図
（
町
内

３
か
所
）
が
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

に
よ
り
作
製
さ
れ
町
に
届
け
ら
れ
た
た
め
、

町
で
は
こ
の
パ
ネ
ル
を
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
の
階
段
壁
面
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

新
東
名
高
速
道
路
は
、
平
成
32
年
度
の
供

用
開
始
を
目
指
し
て
現
在
事
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
昨
年
８
月
に
決
定
し
た
（
仮
称
）

山
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
事
業

化
と
と
も
に
、
町
民
を
は
じ
め
多
く
の
利
用

者
の
利
便
性
向
上
や
地
域
の
活
性
化
、
観
光

振
興
、
救
急
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
災
害
時
の
代

替
え
ル
ー
ト
な
ど
様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

完
成
予
想
図

○
向
原
地
区

　
尺
里
川
橋
（
仮
称
）
は
、
町
道
３
号
尺
里
高
松
線
の

上
空
80
メ
ー
ト
ル
付
近
に
架
か
り
、
現
在
の
東
名
高
速

道
路
上
下
線
よ
り
も
か
な
り
高
い
位
置
と
な
り
ま
す
。

○
共
和
地
区

　
皆
瀬
川
橋
（
仮
称
）
は
、
県
道
７
２
５
号
玄
倉
山

北
線
の
市
間
橋
付
近
の
上
空
80
メ
ー
ト
ル
に
架
か
る

橋
と
な
り
ま
す
。

○
清
水
地
区

　
河
内
川
橋
（
仮
称
）
は
、
県
道
76
号
山
北
藤
野
線

　
の
上
空
１
２
０
メ
ー
ト
ル
に
架
か
り
、
河
川
区
域
に
は

　
橋
脚
を
設
置
し
な
い
ア
ー
チ
橋
と
な
り
ま
す
。

 
新
東
名
高
速
道
路

　
　
　
完
成
予
想
図
を
展
示
し
て
い
ま
す

県
立丹沢

湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

              

３
月
末
で
閉
館今月末で閉館となる丹沢湖ビジターセンター

健康福祉センター３階
階段での展示の様子

向　原　地　区

清　水　地　区

共　和　地　区

完　成　予　定　図
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閉
庁
日
の
証
明
書
交
付

　

閉
庁
日
〔
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
〕
で
も
、
次
の
証

明
書
に
つ
い
て
は
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
平
日
の
開
庁
時
間
に
町
民
税
務

課
へ
電
話
等
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
○
住
民
票
の
交
付

　

○
課
税
証
明
書
、
各
種
納
税
証
明
書
、
非
課
税
証
明
書
、

　
評
価
証
明
書
の
交
付

※
な
お
、
こ
の
証
明
書
の
交
付
は
、
郵
送
で
請
求
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接

町
民
税
務
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

交
付
窓
口　
山
北
町
役
場
警
備
員
室　
※
役
場
庁
舎
裏
口
に
あ
り
ま
す
。

交
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
問
合
せ
】
町
民
税
務
課
町
民
班
・
税
務
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
１

町
で
は
、
就
学
・
就
職
な
ど
で
町
民
の
方
の
異
動
が
多

い
年
度
末
・
年
度
始
め
の
休
日
に
、
次
の
と
お
り
各
種
窓

口
業
務
を
行
い
ま
す
。

平
日
と
異
な
り
、
受
け
付
け
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
業
務

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
担
当
課
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

日
時　
３
月
28
日
（
土
）、
４
月
５
日
（
日
）

　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
０
時
15
分
ま
で

場
所　
役
場
本
庁
舎
（
清
水
・
三
保
支
所
は
除
き
ま
す
）

担
当
課
及
び
業
務
内
容

○
町
民
税
務
課　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
１

*
住
民
票
の
異
動
（
転
入
・
転
出
・
転
居
）

*
住
民
票
の
写
し
（
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
を
含
む
）
の
交
付

*
印
鑑
登
録
・
登
録
廃
止
、
印
鑑
証
明
書
交
付

*
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
交
付

*
身
分
証
明
書
交
付

*
口
座
振
替
の
申
請
・
廃
止
手
続
き

*
所
得
証
明
、
評
価
証
明
等
の
固
定
資
産
に
関
す
る
証
明
交
付

*
納
税

山
北
町
の
森
林
環
境
の
保
全
を
促
進
す
る
た
め
寄
附
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
は
、
森
林
再
生
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
箱
根
・
丹
沢
山
系
の
水
源
林
保
全
活
動
等
を
積
極
的
に
推
進

し
て
お
り
、１
４
０
万
円
の
寄
附
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

２
月
５
日
に
目
録
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
社
か
ら
は
こ
れ

ま
で
も
多
額
の
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
森
林
整
備
な
ど

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
水
源
林
保
全
の
た
め

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
神
奈
川
柑
橘
果
工
株
式
会
社
か
ら
は
、
豊
か
な
水
を

生
み
出
す
森
林
の
保
全
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
50
万
円
を
寄
附

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
２

月
６
日
に
目
録
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
社
と
は
昨
年
12

月
に
覚
書
を
締
結
し
、
今
年
度

か
ら
３
か
年
継
続
し
て
寄
附
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
寄
附
金
に
つ
い

て
は
、
河
村
城
址
歴
史
公
園
周

辺
の
森
林
整
備
を
す
る
た
め
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
は
、
今
後
も
豊
か
な
水
の

源
と
な
っ
て
い
る
森
林
の
整
備

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
環
境
農
林
課
農
林
振
興
班

　
（
電
話
）
75
ー
３
６
５
４

○
保
険
健
康
課　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
２

*
国
民
健
康
保
険
の
届
出
（
取
得
・
喪
失
）

*
国
民
年
金
の
各
種
届
出
（
取
得
・
喪
失
な
ど
）

*
介
護
保
険
の
届
出
（
取
得
・
喪
失
・
変
更
）

*
介
護
認
定
相
談
及
び
申
請

*
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
届
出
（
取
得
・
喪
失
）

*
料
金
納
付

○
福
祉
課　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
４

*
小
児
医
療
証
交
付
申
請
・
医
療
費
助
成
申
請

*
障
害
者
手
帳
申
請
、
自
立
支
援
医
療
申
請

*
児
童
手
当
認
定
・
額
改
定
請
求
な
ど

〇
上
下
水
道
課　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
５

*
上
下
水
道
の
各
種
届
出
（
開
始
・
中
止
な
ど
）

*
料
金
納
付

３
月
28
日（
土
）、４
月
５
日（
日
）に

              　
　
　
　

  

各
種
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す

森
林
環
境
保
全
の
た
め

寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

アサヒビール株式会社神奈川柑橘果工株式会社
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「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条じ

ょ
う
や
く約
」

　
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
は
、
18
歳

未み
ま
ん満
の
す
べ
て
の
人
の
保
護
と
基
本
的
人
権
の
尊

重
を
促そ
く
し
ん進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
元

（
１
９
８
９
）
年
に
国
連
総
会
で
採さ
い
た
く択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
、
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
に
署し
ょ
め
い名
し
、

平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
に
批ひ
じ
ゅ
ん准

し
て
い
ま
す
。

　
　
児
童
虐ぎ

ゃ
く
た
い

待
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
依い
ぜ
ん然
と
し
て
増ぞ
う
か加
し
、
ま

す
ま
す
深し
ん
こ
く刻

な
状
じ
ょ
う
き
ょ
う

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
間
の
い
じ
め
も
後あ
と
を
絶た

た
ず
、
性

非
行
や
薬や
く
ぶ
つ物
乱ら
ん
よ
う用
の
問
題
も
社
会
問
題
化
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
人
権
が
守
ら
れ
る
中
で
成
長
し
て
い
く

環か
ん
き
ょ
う
境
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど

も
に
と
っ
て
は
も
ち

ろ
ん
家
族
に
と
っ
て
も

非ひ
じ
ょ
う常に
不ふ
こ
う幸
な
こ
と
で

す
。
本
来
、
家
庭
は

家か
ぞ
く族
に
と
っ
て
、
ほ
っ

今
回
は
「
子
ど
も
の
人
権
」
に
つ
い
て

　
　
　

  　
　
　
　
一い
っ
し
ょ緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

と
す
る
、
安
心
・
安
全
な
場
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

子
ど
も
が
「
い
や
だ
・
苦く
つ
う痛

だ
」
と
感
じ
る
こ

と
を
繰く

り
返か
え

し
続
け
る
こ
と
は
、
虐
待
そ
の
も
の

で
す
。「
し
つ
け
」
と
は
全ま
っ
たく

違ち
が

う
も
の
で
す
。

も
し
か
し
た
ら
？

　
と
、
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら･･･

　

子
ど
も
が
健す
こ
や
か
に
成
長
、
発は
っ
た
つ達
し
、
夢
と
希

望
に
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
、
児
童
虐
待

の
予
防
と
早
期
発
見
、
関
係
機き
か
ん関

と
の
連れ
ん
け
い携

に
よ

る
迅じ
ん
そ
く速

な
対た
い
お
う応

、
被ひ
が
い害

児
童
自
立
の
た
め
の
支し
え
ん援

な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
親
が
悩な
や

み
や
家
庭
内
の
問
題
を
自
分
だ

け
で
抱か
か
え
込
ん
で
孤こ
り
つ立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

身み
ぢ
か近
な
人
や
地ち
い
き域
の
人
た
ち
が
悩な
や
み
や
問
題
を
一

緒
に
考
え
、
支
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
が
疑う
た
がわ

れ
た
り
、
発
見
し
た

り
し
た
と
き
は
、
迷ま
よ

わ
ず
児
童
相
談
所
や
町
に
相

談
（
通
告
）
し
ま
し
ょ
う
。

  

相 

談 

窓 

口

「
小
田
原
児
童
相
談
所
」

　
☎
（
32
）
８
０
０
０
（
代
）

「
山
北
町
福
祉
課
」

　
☎
（
75
）
３
６
４
４

「
山
北
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
」

　
☎
（
75
）
３
６
４
８

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心を持つこと
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ もこころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん
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山
北
町
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
そ
ん
ち
ょ
う
重
さ

れ
、
互
い
に
認みと
め
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
差
別
が
な
く
誰だれ
も
が
幸
せ
に
暮く
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
実じつ
げ
ん現を
め
ざ
す
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
人
権
教
育
及
び
人
権
啓けい
は
つ
発
を
効
果
的
か
つ

継けい
ぞ
く
て
き

続
的
に
推すい
し
ん進し

て
い
ま
す
。

①
す
べ
て
の
人
々
の
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
平 

　
　
等
で
住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
人
権
講
演 

　
　
会
の
開かい
さ
い催や
広
報
等
に
よ
る
啓
発
、
資
料
の
作
成
を 

　
　
進
め
て
い
ま
す
。

②
学
校
に
お
け
る
人
権
教
育
や
人
権
擁よう
ご護
活
動
な
ど 

　
　
を
継
続
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

③
町
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
が
高
ま
る
中
で
、
相 

　
　
談
が
複ふく
ざ
つ雑

か
つ
多た
よ
う
か

様
化
し
て
い
る
た
め
、
地
域
に 

　
　
根
づ
い
た
人
権
擁
護
活
動
と
し
て
、
相
談
事
業
等 

　
　
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主たる虐待者

総数
66,701 件
（100%）

実父
29.0%

その他 6.7%

実母
57.3%

実父以外の父
6.2%

実母以外の母
0.8%

2012年度の全国相談対応件数  厚生労働省
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な
ど
を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
や
心
配
り
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
機き
か
い会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
５

年
生
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

山
北
町
い
じ
め
防
止
基き

ほ
ん
ほ
う
し
ん
さ
く
て
い

本
方
針
策
定

　

～
思
い
や
り
と
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る

                   

学
校
づ
く
り
の
た
め
に
～

近
年
、
い
じ
め
問
題
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

い
じ
め
と
い
う
新あ
ら
た
な
課か
だ
い題
も
生
じ
、
全
国
的
に

問
題
は
複ふ
く
ざ
つ
か

雑
化
・
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
深し
ん
こ
く刻

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏ふ

ま
え
、
平
成
25
年
９
月
に
「
い
じ
め

防
止
対た
い
さ
く策
推す
い
し
ん
ほ
う

進
法
」
が
施せ
こ
う行
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
受
け
、
未
来
を

担に
な

う
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き
、
そ
の

個
性
や
能
力
を
い
か
ん
な
く
発は
っ
き揮
で
き
る
よ
う
、

い
じ
め
の
防
止
等
に
向
け
た
総
合
的
な
対
策
を
推

進
す
る
た
め
に
、
平
成
27
年
２
月
に
「
山
北
町
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

私
は
自
分
を
み
つ
め
か
え
し
て
み
ま
し
た
。
そ
う
す

る
と
私
は
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
「
や
さ
し
さ
」、「
気
持
ち
」

を
形
や
言
葉
で
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
た
か
を
み
つ
め

か
え
す
と
、
自
分
の
だ
め
な
所
、
よ
か
っ
た
所
、
が
ん

ば
っ
た
所
が
と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

私
は
今
日
、
人
権
教
室
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
ま
な

べ
ま
し
た
。
今
日
は
と
て
も
い
い
、
大
切
な
日
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
い
ま
ま
で
だ
め
な
所
や

い
い
所
、
が
ん
ば
っ
た
所
の
感
想
で
す
。

　

ま
ず
、
だ
め
な
所
で
す
。
私
の
だ
め
な
所
は
「
人
に

な
ん
ど
も
し
つ
こ
く
き
い
て
し
ま
う
」
所
で
す
。
次
は

よ
か
っ
た
所
は
「
け
ん
か
」
を
せ
ず
「
み
ん
な
と
な
か

よ
く
」
で
き
た
所
で
す
。
次
は
が
ん
ば
っ
た
所
で
す
。

「
は
つ
げ
ん
」
そ
れ
か
ら
「
お
母
さ
ん
の
手
伝
い
」
を
で

き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
み
つ
め
か
え
す
と
い
ろ
い
ろ
な

所
が
分
か
り
ま
す
。

　

世
界
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
で
も
「
み
ん
な
」

「
全
員
」
が
思
っ
て
い
る
の
は
「
生
き
た
い
！
」
と
い
う

気
持
ち
と
し
あ
わ
せ
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
た
し
か
に
私
に
も

生
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
幸
せ
に
な
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
世
界
の
約
七
〇
億
人
の
人
が
同
じ
こ
と
を
考
え

て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
世

界
じ
ゅ
う
の
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
、
み
つ
め
か
え
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
本
認に
ん
し
き識と
し
て
、
い
じ
め
は
・
・
・

☆
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

☆
様
々
な
場
面
で
起
こ
り
得え
ま
す
。

☆
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。

☆
発
見
し
に
く
い
も
の
で
す
。

☆
犯
罪
行
為
に
も
な
り
ま
す
。

基
本
理り
ね
ん念
と
し
て
・
・
・

☆
「
い
じ
め
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
認
識 

　
　
を
社
会
全
体
で
共
き
ょ
う
ゆ
う

有
し
ま
す
。

☆
い
じ
め
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
や
状
況
で
起
こ
る
こ 

　
　
と
を
考
え
、
家
庭
や
地
域
全
体
で
見
守
り
や
連
携 

　
　
を
深
め
ま
す
。

☆
い
じ
め
の
防
止
を
基
本
に
据す
え
、
学
校
は
す
べ
て 

　
　

の
子
ど
も
が
安
心
し
て
学
習
や
活
動
に
取
り
組 

　
　
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

☆
学
校
は
、
い
じ
め
を
生
ま
な
い
土どじ
ょ
う壌
を
つ
く
る
た 

　
　

め
、
自
己
有ゆう
よ
う
か
ん

用
感
や
他
者
へ
の
思
い
や
り
の
育 

　
　
成
に
努
め
、
よ
り
よ
い
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
す
。

☆
地
域
の
大
人
や
学
校
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し 

　
　

て
、
子
ど
も
に
対
し
て
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ 

　
　

を
体たい
と
く得
さ
せ
、
決
し
て
い
じ
め
を
許
さ
な
い
心 

　
　
を
育
て
ま
す
。

※
山
北
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲け
い
さ
い載

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
窓
口
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

川
村
小
学
校
で
７
月
15
日
、
横
浜
国
際
人
権
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
「
人
権
移
動
教
室
」
が
５・
６
年
生
を

対た
い
し
ょ
う
象
に
開
催
さ
れ
、「
国
こ
っ
き
ょ
う
境
な
き
医
師
団
」
の
活
動

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心を持つこと
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ もこころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
鈴
木　
将
人
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
亜
梨
紗
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
結ゆ

め愛
ち
ゃ
ん　
1
歳

鈴木さん
ご家族

＜鶴野南＞

　

は
じ
め
ま
し
て
。
我
が
家
は

主
人
、
私
、
１
才
５
か
月
の
娘 

結
愛
の
３
人
家
族
で
す
。
去
年

４
月
に
山
北
に
越
し
て
き
て
、

も
う
す
ぐ
１
年
に
な
り
ま
す
。

　

主
人
は
山
北
が
地
元
で
、
主

人
つ
な
が
り
の
友
人
は
い
ま
し

た
が
私
は
全
然
知
り
合
い
が
お

ら
ず
、
不
安
と
寂
し
さ
で
と
て

も
心
配
で
し
た
。
し
か
し
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
同
世
代

の
お
子
様
を
持
つ
お
母
様
た
ち

と
仲
良
く
し
て
も
ら
い
、
町

を
歩
け
ば
皆
様
が
結
愛
を
可
愛

が
っ
て
く
だ
さ
り
、
お
話
し
を

気
兼
ね
な
く
聞
い
て
い
た
だ
き

と
て
も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。
お
か
げ
さ

ま
で
、
今
で
は
楽

し
く
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
結
愛
は

ど
ん
ど
ん
言
葉
を

覚
え
、「
は
い
ど
う

ぞ
ー
。」
と
私
に
物
、

ご
は
ん
を
く
れ
る

よ
う
に
な
り
、
家

の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
「
ネ
ン
ネ
～
。

ご
は
ん
を
あ
ー
ん
。」
と
お
世

話
を
し
て
く
れ
、
私
が
掃
除
機

を
か
け
て
い
る
と
奪
っ
て
「
や

る
っ
」
と
手
伝
い
を
し
て
く
れ
、

な
ん
で
も
マ
ネ
を
し
た
が
り
ま

す
。
日
に
日
に
成
長
し
て
い
る

我
が
子
に
感
心
す
る
毎
日
で
す
。

　
結
愛
に
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い

の
山
北
で
、
優
し
く
思
い
や
り
の

あ
る
子
に
成
長
し
て
欲
し
い
な
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
な
私
た

ち
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
お
話
は
、お
母
さ
ん
の
亜
梨
紗
さ
ん
）

石
田
進
二
さ
ん
は
、
６
０
０
年
前

か
ら
行
わ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る

「
世
附
の
百
万
遍
念
仏
」
の
、
保
存

会
９
代
目
の
会
長
を
平
成
24
年
か
ら

務
め
ら
れ
て
い
て
、
百
万
遍
念
仏
の
継

承
や
保
存
会
の
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
百
万
遍
念
仏

が
公
演
さ
れ
る
直
前
の
２
月
９
日
に
、

石
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

世
附
百
万
遍
念
仏
保
存
会
で
は
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

「
保
存
会
は
、
２
月
の
公
演
が一番

大
き
な
行
事
と
な
り
、
数
珠
回
し

や
神
楽
な
ど
総
勢
で
会
員
の
う
ち
40

名
強
が
出
演
を
し
て
い
ま
す
。
会
員

の
方
の
年
齢
は
20
歳
代
か
ら
80
歳
代

後
半
ま
で
と
幅
広
く
、
世
代
を
超
え

て
交
流
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
横
浜
博
覧
会
や
東

急
三
越
な
ど
で
の
物
産
展
、
川
崎

市
や
茅
ヶ
崎
市
な
ど
で
神
楽
の
公

演
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
関
東
甲
信
越
民
俗
芸
能
大

会
に
県
の
代
表
と
し
て
出
演
し
た

か
ら
か
念
仏
と
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
神
楽
な
ど
、
魅
力
は
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
私
が
素
晴
ら
し
い
と
思
う
の
は
、

祭
り
を
守
っ
て
い
る
人
々
の
姿
で
す
。

文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
前
の

時
代
に
は
、
神
楽
の一部
が
途
絶
え

て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
当
時
の
方
が
古
老

か
ら
教
わ
っ
た
り
、
類
似
の
神
楽
の

あ
る
地
で
学
ん
だ
り
し
て
復
活
を
さ

せ
、
伝
承
を
途
切
れ
さ
せ
な
か
っ
た

そ
の
努
力
は
、
大
変
な
も
の
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
２
月

の
公
演
は
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞

わ
れ
、
当
日
朝
の
話
し
合
い
で
よ

う
や
く
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
が
、

本
当
に
み
ん
な
集
ま
る
だ
ろ
う
か
と

心
配
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
三

保
地
区
や
中
井
町
な
ど
各
地
か
ら

ほ
と
ん
ど
の
会
員
が
集
ま
っ
た
こ
と

に
は
大
変
驚
き
ま
し
た
。

先
祖
が
ず
っ
と
守
っ
て
き
た
祭
り

を
継
承
し
、
伝
承
し
て
い
こ
う
と
す

る
人
々
の
心
意
気
や
責
任
感
、
地
域

の
安
全
な
ど
を
願
う
人
々
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
百
万
遍
念
仏
は
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
こ

の
祭
り
を
保
存
会
の
会
員
と
と
も
に

次
代
へ
し
っ
か
り
継
承
し
て
い
く
こ
と

が
、
今
私
に
与
え
ら
れ
て
い
る
会
長

と
し
て
の
使
命
だ
と
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
世
附
の
百
万
遍
念
仏
が
多
く

の
人
に
知
ら
れ
て
、
町
の
魅
力
と
し

て
観
光
振
興
の一助
と
な
っ
て
い
け
ば

い
い
で
す
ね
。」

町
の
人石田　

進
二
さ
ん

（
世
附
百
万
遍
念
仏
保
存
会
会
長
）

こ
と
も
あ
り
ま
す
。」

保
存
会
に
入
ら
れ
た
き
っ
か
け
や
、
そ

の
当
時
の
様
子
は
ど
ん
な
で
し
た
か
。

「
昭
和
33
年
に
世
附
の
百
万
遍

念
仏
が
『
神
奈
川
県
無
形
民
俗
資

料
』
に
指
定
さ
れ
、
こ
の
頃
に
保

存
会
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
昭

和
40
年
代
に
は
三
保
ダ
ム
建
設
に

伴
い
世
附
地
域
が
水
没
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
た
め
、
当
時
の
会
長
が

『
百
万
遍
念
仏
を
し
っ
か
り
伝
承

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
組
織

づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
、
私
を
含

め
世
附
地
区
43
名
の
青
年
が
集
ま

り
入
会
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
は
、
２
月
15
日
か
ら
17

日
ま
で
世
附
能
安
寺
道
場
で
念
仏

行
事
が
行
わ
れ
て
い
て
、
本
番
に

向
け
て
12
月
中
旬
か
ら
毎
晩
の
よ

う
に
練
習
が
あ
り
、『
お
か
め
』
の

役
を
任
さ
れ
た
私
は
、
師
匠
か
ら

厳
し
く
時
に
優
し
く
熱
心
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
本

番
で
舞
っ
た
と
き
の
こ
と
は
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。

昭
和
49
年
に
、
世
附
の
百
万
遍

念
仏
は
世
附
で
の
最
後
の
祭
り
を

迎
え
、
場
内
に
入
り
き
ら
な
い
ほ

ど
多
く
の
観
客
に
見
守
ら
れ
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。」

世
附
の
百
万
遍
念
仏
の
魅
力
は
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

「
世
附
の
百
万
遍
念
仏
は
、
６
０
０

年
と
伝
え
ら
れ
る
長
い
歴
史
や
、
全

国
的
に
珍
し
い
行
法
、
い
つ
の
時
代
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相
模
川
と
酒
匂
川
流
域
の
市
町
の

小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
、
下
水
道

の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、（
財
）
神
奈
川
県
下

水
道
公
社
が
毎
年
、
下
水
道
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
応
募
総
数
５
、０
４
５
点

（
作
文
の
部
１
１
１
点
、
ポ
ス
タ
ー
の

部
９
３
２
点
、
書
道
の
部
４
、０
０
２

点
）
の
中
か
ら
、
書
道
の
部
に
お
い
て

門
松
亜
美
さ
ん
（
川
村
小
学
校
）
が
入

賞
し
ま
し
た
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
基
づ
き
山
北
町
内
か
ら
出
た
ご

み
に
つ
い
て
は
、
組
合
組
織
で
運
営
す
る
足

柄
西
部
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
と
定
め

て
い
る
た
め
、
南
足
柄
市
清
掃
工
場
へ
は
搬

入
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
も
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
努
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
も
３
Ｒ
【
①
リ
デ
ュ
ー
ス
（
長
持
ち
す

る
モ
ノ
を
大
切
に
長
く
使
う
）
②
リ
ユ
ー
ス

（
使
い
終
わ
っ
た
モ
ノ
で
も
繰
り
返
し
利
用

す
る
）
③
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
利
用
で
き
な
い

モ
ノ
で
も
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
）】

の
推
進
に
取
り
組
む
と
共
に
ご
み
の
発
生
抑

制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
和
地
区
に
消
防
支
援
隊
発
足

昨
年
12
月
21
日
、
共
和
消
防
支
援
隊
が

発
足
し
ま
し
た
。
隊
員
は
男
性
13
名
、
女

性
15
名
の
計
28
名
。
男
性
に
は
か
つ
て
消

防
団
で
活
躍
し
た
Ｏ
Ｂ
も
多
く
入
っ
て
い

ま
す
。
支
援
隊
発
足
の
背
景
に
は
、
消
防

団
の
慢
性
的
な
団
員
不
足
が
あ
り
ま
す
。

共
和
地
区
に
は
山
北
町
消
防
団
の
第
７
分

団
（
浜
田
登
志
郎
分
団
長
）
が
あ
り
、
13
名
が

所
属
し
て
い
ま
す
。
定
員
15
名
で
す
の
で
２
名

不
足
の
う
え
、
町
外
在
住
者
２
名
も
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
火
災
な
ど
緊
急
時
に
出
動
で
き
る

の
は
11
名
で
す
。
こ
の
状
況
を
懸
念
し
、
消
防

団
の
後
方
支
援
を
す
る
活
動
者
の
必
要
性
に
着

目
し
た
連
合
自
治
会
長
の
杉
本
君
雄
氏
の
発
想

で
、
支
援
隊
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

発
足
に
向
け
て
、
自
治
会
な
ど
を
通
し
て
広

く
住
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
消
防
団
の
現
状

も
伝
え
た
と
こ
ろ
、
男

性
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
女
性

部
の
希
望
者
も
名
乗
り

を
あ
げ
、
組
織
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

個
々
の
力
は
小
さ

く
て
も
、
結
束
す
る

こ
と
で
緊
急
時
の
役

に
立
つ
こ
と
を
願
っ

て
、
一
同
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
渡
辺　
恵
美
子
さ
ん
）

中
川
の
温
泉
施
設
で
国
際
交
流

2
月
10
日
に
中
川
の
温
泉
施
設
で
国

際
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
!!　

台
湾
･
ネ
パ
ー
ル
･
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
･

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
留
学
生
の
皆
様
と
の
楽

し
い
時
間
で
す
。
山
北
町
の
歴
史
や
観
光

を
勉
強
し
、
多
文
化
共
生
の
地
域
社
会
か

な
が
わ
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

今
回
は
門
入
道
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
墨

で
顔
を
書
く
…　
な
ど
な
ど
…　
初
め

て
の
事
と
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
出
来
上
が

り
に
皆
様
笑
顔
で
、
納
得
の
交
流
が
出

来
ま
し
た
♪

 　
　
　
　
　

 （
佐
藤　
直
美
さ
ん
）

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

★
可
燃
ご
み
処
理
に
つ
い
て

　
岩
流
瀬
に
あ
る
南
足
柄
市
の
ご
み
焼
却

場
で
、
山
北
町
民
か
ら
の
可
燃
粗
大
ご
み

を
引
き
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
交
渉
し
て

欲
し
い
。（
有
料
で
）

　
焼
却
場
か
ら
出
る
煙
が
山
北
町
に
も
流

れ
て
い
る
が
、
建
設
時
に
説
明
会
な
ど
が

あ
れ
ば
そ
の
時
に
お
願
い
で
き
て
い
た
。

▼
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

の
第
６
条
の
２
で
当
該
市
町
村
か
ら
出
た
ご

み
は
、
当
該
市
町
村
が
責
任
を
も
っ
て
処
分

町
民
ポ
ス
ト

門
松
亜
美
さ
ん
が
入
賞

町 民
か ら
町 へ

門松　亜美さん（川村小４年）

下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第36号

うつ酒

死

日
本
の
年
間
自
殺
者
数
は
、
平
成
24
年

か
ら
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と

し
て
40
～
60
歳
代
の
自
殺
が
多
い
深
刻
な

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

自
殺
の
原
因
は
様
々
で
す
が
、
自
殺
者

の
９
割
は
心
の
病
で
、
そ
の
多
く
は
う
つ

病
で
す
。
次
の
よ
う
な
症
状
が
続
く
時
に

は
、受
診
が
必
要
な
【
う
つ
】
状
態
で
す
。

特
に
春
先
は
、
進
学
や
就
職
な
ど
生
活

の
変
化
や
、
急
激
な
寒
暖
の
差
に
よ
り
、

心
身
と
も
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
く
、

【
う
つ
】
状
態
に
な
り
や
す
い
季
節
で
す
。

そ
の
た
め
３
月
は
、
一
年
の
う
ち
で
最
も

【
自
殺
】
率
が
高
い
時
期
で
す
。

心
身
が
不
安
定
な
【
う
つ
】
状
態
の
つ

ら
い
症
状
を
、
お
酒
で
紛
ら
わ
せ
る
の
は

危
険
で
す
。酔
い
の
効
果
は
長
続
き
せ
ず
、

飲
ん
で
気
分
が
高

揚
し
た
後
に
は
、

飲
む
前
よ
り
も

気
分
が
落
ち
込

む
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
飲
酒
は
筋
肉
を
緊
張
さ
せ

睡
眠
を
浅
く
す
る
た
め
、
体
調
不
良
や

【
う
つ
】
状
態
、
睡
眠
障
害
な
ど
の
症
状

を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
解
消
で
き
な
い
心
身

の
不
調
を
【
ア
ル
コ
ー
ル
】
で
し
の
ぎ
、

さ
ら
に
【
う
つ
】
状
態
を
悪
化
さ
せ
、

最
終
的
に
【
自
殺
】
と
い
う
結
末
を
迎

え
る
「
死
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
が
、

自
殺
の
一
要
因
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
適
度
な
飲
酒
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊

か
に
し
ま
す
が
、
不
適
切
な
飲
酒
は
心
身

と
も
に
健
康
障
害
の
原
因
と
な
り
、
自
殺

と
い
う
最
悪
の
事
態
を
招
く
危
険
性
を
は

ら
ん
で
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。「
死
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
回

避
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

３
月
18
日（
水
）

　
　
　
　

 「
ハ
ー
ブ
」湯
の
日

・
３
月
26
日
（
木
）
は

定
休
日
の
た
め
、「
風

呂
の
日
」
の
企
画
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
町
H
P

等
を
ご
覧
く
だ
さ
い

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

ア
ル
コ
ー
ル
が
招
く
「
死
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

～
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
～

３
月
は
う
つ
状
態
に
注
意
！

お
酒
と
の
ス
マ
ー
ト
な
関
係

死
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
防
ぐ
！

「
お
酒
と
私
の
ス
マ
ー
ト
な
関
係
」

　
　

～
お
酒
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　

  

い
つ
ま
で
も
健
康
で
～

・
日
時
：
3
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
00
分

・
会
場
：
山
北
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
定
員
：
50
名
（
当
日
参
加
可
）

・
講
師
：
湯
本　
洋
介　
医
師

　
　
　
　
（
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

　
　
　
　
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
ア
ル
コ
ー
ル
科
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　
　
　
　
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
75
ー
0
8
2
2

　
　
　
　
　
福
祉
課
福
祉
推
進
班　

　
　
　
　
　
（
電
話
）
75
ー
3
6
4
4

―うつ状態の症状―
・眠れない（寝つきが悪 
　い、ぐっすり眠れない）
・食欲減退あるいは食
　欲増加がある
・夕方より朝の方が気
　分や体調が悪い

死の
トライアングル!!
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№ 21

～ 心の豊かさは学びから「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」～

写真は昨年の公演より

日　時：３月２１日（土）
   １５：００開演
 （１４：３０開場）

場　所：1階 多目的ホール

内　容：オズの魔法使い
　　　　ダンスレビュー
　　　　　　　　　　　　ほか

入場自由・無料

春の公演

ダンダンス
　　　　　　　　　

入入入入入入入入入入入入入場自由

1年間練習してきた子ども達がすてきな演劇と、
かわいいダンスを発表します。皆様、ぜひご覧ください！
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＊3月3日（火）９：００から申込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。
＊3月3日（火）９：００から申込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。
＊3月3日（火）９：００から申込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

◎ 教室についての申込み、問合せについては生涯学習センター事務室 Tel（７５）３１３１までどうぞ！

前回のイベントから

ロビー展示のお知らせ

イベントのお知らせ

教室・サークル作品展示

芸能発表会 冬のおはなし会スペシャル

サークル体験教室（サルビアの会）

昨年の様子

　１月２１日（水）から３１日（土）まで、山北町生涯学習センターフェスティバルを開催しました。
２５日（日）の芸能発表会や３１日（日）の冬のおはなし会スペシャルなど、期間中はどのイベントもたく
さんの方々にお越しいただきました。

男性ダンベル体操「くすの木」サークル体験教室

対　象　男性（定員１０名）
持ち物　動きやすい服装・タオル・飲み物

日　時　３月１４日（土） ９：３０～１１：００
内　容　玄米ダンベルを使った体操。
参加費　無料

男性を対象としたダンベル体操のサークルです。認知症予防、メタボ予防、生活習慣病予防など、
いろいろな効果が認められている玄米ダンベル体操を行っています。

ジャズ体操サークル「スマイリーキッズ」サークル体験教室

桃の節句～つるし雛飾り～

日　時　４月10日（金）・17日（金）・24日（金）
　　　　・小学１～３年生  １８：００～１９：００ 
　　　　・小学４～６年生  １９：００～２０：００ 　　　　　　　　　　
場  所  １階 多目的ホール      　　　   参加費  初回無料（２回目以降の参加費は５００円となります。）
対  象  小学生（定員なし、保護者の見学可）  持ち物  動きやすい服装・タオル・飲み物

日　時　３月１５日（日）１４：００開演（１３：３０開場）
場　所　１階 多目的ホール
内　容　１００万回生きたねこ・ビリーブ・群青　ほか

子どものジャズ体操サークルです。毎週金曜日に、１階多目的ホールにて低・高学年・中学生以上に分
かれて、元気にレッスンしています。基本のストレッチ・リズムの取り方、少し難しいステップ等も、楽
しい音楽に合わせて踊ります。

　１階ロビーにて、毎年恒例の「桃の節句～つるし雛飾り～」（つるし雛飾り及び
雛人形の展示）を行います。ぜひお越しください。
　なお、つるし雛飾りは山北婦人会の方々を講師にお招きして開催した「つるし
雛作り教室」で作成したものを展示します。
日　時　３月25日（水）～４月10日（金）９：００～１７：００（ただし25日は13:30から）

前回のイベントから

第14回 ジュニアコーラスミニコンサート
お知らせ

ミニコンサートミニコンサート
～子ども達が１年間がんばって練習してきた成果をすてきなメロディーにのせて発表します。皆様、ぜひお越しください！～

入場自由・無料

を開催します！

4月新規会員募集!!
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生涯学習センターに置き忘れとなっている忘れ物について、３月１０日（火）から３月１８日（水）まで
の期間に展示をいたします。お心当たりの方は生涯学習センターまでお越しください。

引き渡し場所　　事務室前
拾 得 物 品　　平成２６年３月から平成２７年２月までの忘れ物
　　　　　　　　(帽子・ハンカチなど)

物 （ ）

忘れ物の引き渡しについて

日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24

土
4
11
18
25

4月
日
1
8
15
22
29

月
2
9
16
23
30

火
3
10
17
24
31

水
4
11
18
25

木
5
12
19
26

金
6
13
20
27

土
7
14
21
28

3月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　 は休館日、    　   は祝日。
　　　　 は蔵書点検のため、図書室のみお休みさせていただきます。【３月３日（火）～８日（日）】

休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

3 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
5 木 つるし雛作り教室⑥ 美 術 工 芸 室 １３：３０ 申込者 生涯学習センター

6 金 「ピラティスサークル　オリーブ」
サークル体験教室

多目的ホール
又 は、 和 室 １０：００ 申込者 生涯学習センター

7 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
山北町文化財講座（第４回） 第１・２会議室 １４：００ 申込者 生涯学習課　　 ☎ (75)3649

8 日 足柄の源流を拓く会写真展（～ 21 日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 足柄の源流を拓く会

10 火 生涯学習センター 忘れ物
引き渡し期間（～ 18 日） 事 務 室 前 ９：００ 対象者 生涯学習センター

14 土

ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター
男性ダンベル体操

「くすの木」サークル体験教室 第１･２･３会議室 ９：３０ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 多目的ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

15 日 第 14 回ジュニアコーラス 
ミニコンサート 多目的ホール １４：００ 自　由 生涯学習センター

19 木 ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター
20 金 ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

21 土
おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター
ワンダーランド 春の公演 多目的ホール １５：００ 自　由 生涯学習センター

25 水 桃の節句～つるし雛飾り～
（～ 4 月 10 日） １ 階 ロ ビ ー １３：３０ 自　由 山北婦人会

27 金 山北町出身戦没者合同慰霊祭 多目的ホール １３：３０ 対象者 福祉課　　　　 ☎ (75)3644

28 土 山北中学校吹奏楽部
スプリングコンサート 多目的ホール １３：３０ 自　由 山北中学校　　 ☎ (75)0755

29 日 文化講演会「戦国時代の
河村城とその周辺」 多目的ホール １５：００ 自　由 生涯学習課　　 ☎ (75)3649

4 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
4 土 おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

10 金 ジャズ体操サークル「スマイリ
ーキッズ」サークル体験教室 多目的ホール １８：００

１９：００ 申込者 生涯学習センター
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

ゆ い か

ひ な た

は る ま

宮　地　佐　藤　優衣楓（女）　真　也・　静　
　宿　　塚　越　す　ず（女）　　章　・麻衣子
原耕地　石　田　陽　大（男）　雅　樹・友　子
村　雨　一寸木　悠　翔（男）　　猛　・加　子

※今回の掲載分は、平成２７年１月１６日から平成２７年２月１５日までに受付した
　ものです。なお、希望された場合のみ掲載しています。

馬　場　　瀬　戸　一　雄（男）７０歳　本　人
上清水　　鈴　木　秀　和（男）５８歳　　〃　
中下清水　　尾　﨑　壽　子（女）９３歳　　〃　
万　随　　大　木　政　春（男）７８歳　　〃　
城　山　　瀬　戸　　　夫（男）８０歳　　〃　
仁　道　　小　島　佐智子（女）６９歳　　〃　
湯　坂　　稲　　　　守　（男）７０歳　　〃　
尺里中　　杉　山　兵　　（男）８６歳　　〃　
　〃　　　松　永　義　夫（男）６８歳　　〃　
高　松　　草　　　スミ子（女）９０歳　　〃　
谷　ケ　　武　尾　佑　治（男）８４歳　　〃　
　畑　　　佐　藤　正　雄（男）８１歳　　〃　
　〃　　　茂　川　　砧　（女）９９歳　　〃　
萩　原　　小　髙　ヒ　サ（女）９７歳　達　夫
城　山　　瀬　戸　綾　子（女）９１歳　達　夫
上本村　　渡　辺　ヨシヱ（女）９５歳　博　之
下本村　　山　﨑　セ　ツ（女）８７歳　信　久
焼　大　　岡　部　シ　ヅ（女）９５歳　　修　

山北　 134mm（  61mm）
三保　133mm（  54mm）

山北　  6.4℃（  5.2℃）
三保　  3.6℃（  2.8℃）

※（　）内は平成26年の数値

（　）内は前月比
男
女
計

５，５47人
５，823人
１１，370人

（ ｰ11人）
（ ｰ24人）
（ ｰ35人）

世帯数　４，290世帯（ｰ8世帯）

町内の災害等出動状況
火災 1件 救急 ５3件 救助 5件

1月1日から1月31日まで（小田原市消防本部）

アサヒビール株式会社 様 1,400,０００円
水源林整備のため

神奈川柑橘果工株式会社 様 500,０００円
森林保全事業のため

匿名希望 70,０００円
生涯学習センター図書室ＤＶＤ代金として

奥畑　康秀 様 10,０００円
ふるさと応援寄附金として

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　３月２１日（土）
　しかけ絵本「ピッキーとポッキー」ほか
　（おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
②　４月 ４日（土）
　絵本「コロちゃんはどこ？」
   （おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　10：30～11：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

ハケンアニメ！
億男
サーカスナイト
悲嘆の門　上・下
賢者の愛

辻　村　深　月
川　村　元　気
よしもと ばなな
宮　部　みゆき
山　田　詠　美

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
ロバのジョジョとおひめさま
ネコのナペレオン・ファミリー
かこさとしあそびずかん
ねこどんなかお
ぷんぷんおばけ

ヘレン・スティーヴンズ
はた　こうしろう
か　こ　さとし
ＭＡＹＡ　ＭＡＸＸ
なかがわ ちひろ

◆ 児 童 書

　今年も全国の書店員さんが選んだ「本屋大賞」のノミ
ネート作品が発表されました！図書室では全作品を集めて
展示します。あなたはどの作品を選びますか？ぜひ読み
比べてみてください。

　2011年3月11日。あの東日本大震災からもう4年が経
とうとしています。1945年3月10日は東京が大空襲を受
け、1995年3月20日は地下鉄サリン事件が発生しま
した。日々の生活に追われ、つい忘れてしまいが
ちですが、この国の平和、そして何より私達が幸
せに暮らしていくために…。じっくり考えてみま
せんか？

ほか

ほか

タ  イ  ト  ル
アナと雪の女王
でんじろう先生の日曜実験室ラブラボ！〔１〕

◆ Ｄ Ｖ Ｄ（寄贈）

３月３日（火）から８日（日）まで 
蔵書点検のため図書室をお休みします。
ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

　なお、この期間中の資料の返却は事務室またはブックポ
ストへお願いします。（ただしＤＶＤ、ビデオ、紙芝居、他の図
書館から借用した資料は破損のおそれがあるためブックポ
ストへの返却はご遠慮ください。）
　また、学習室は通常通り利用できますが、受付は事務室
で行います。

今年も全国の書店員さんが選んだ「本屋大賞」今年も全国の書店員さんが選んだ「本屋大賞」

2014年本屋大賞
ノミネート作品特集！

『平和について考えよう』『平和について
今月のおすすめ本

３３月月３３（火）日（火） ８８（日）日（日）

蔵書点検 の お 知 ら せ

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、生涯学習センター入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書・ＤＶＤの検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

ゆ い か

ひ な た

は る ま

宮　地　佐　藤　優衣楓（女）　真　也・　静　
　宿　　塚　越　す　ず（女）　　章　・麻衣子
原耕地　石　田　陽　大（男）　雅　樹・友　子
村　雨　一寸木　悠　翔（男）　　猛　・加　子

※今回の掲載分は、平成２７年１月１６日から平成２７年２月１５日までに受付した
　ものです。なお、希望された場合のみ掲載しています。

馬　場　　瀬　戸　一　雄（男）７０歳　本　人
上清水　　鈴　木　秀　和（男）５８歳　　〃　
中下清水　　尾　﨑　壽　子（女）９３歳　　〃　
万　随　　大　木　政　春（男）７８歳　　〃　
城　山　　瀬　戸　　　夫（男）８０歳　　〃　
仁　道　　小　島　佐智子（女）６９歳　　〃　
湯　坂　　稲　　　　守　（男）７０歳　　〃　
尺里中　　杉　山　兵　　（男）８６歳　　〃　
　〃　　　松　永　義　夫（男）６８歳　　〃　
高　松　　草　　　スミ子（女）９０歳　　〃　
谷　ケ　　武　尾　佑　治（男）８４歳　　〃　
　畑　　　佐　藤　正　雄（男）８１歳　　〃　
　〃　　　茂　川　　砧　（女）９９歳　　〃　
萩　原　　小　髙　ヒ　サ（女）９７歳　達　夫
城　山　　瀬　戸　綾　子（女）９１歳　達　夫
上本村　　渡　辺　ヨシヱ（女）９５歳　博　之
下本村　　山　﨑　セ　ツ（女）８７歳　信　久
焼　大　　岡　部　シ　ヅ（女）９５歳　　修　

山北　 134mm（  61mm）
三保　133mm（  54mm）

山北　  6.4℃（  5.2℃）
三保　  3.6℃（  2.8℃）

※（　）内は平成26年の数値

（　）内は前月比
男
女
計

５，５47人
５，823人
１１，370人

（ ｰ11人）
（ ｰ24人）
（ ｰ35人）

世帯数　４，290世帯（ｰ8世帯）

町内の災害等出動状況
火災 1件 救急 ５3件 救助 5件

1月1日から1月31日まで（小田原市消防本部）

アサヒビール株式会社 様 1,400,０００円
水源林整備のため

神奈川柑橘果工株式会社 様 500,０００円
森林保全事業のため

匿名希望 70,０００円
生涯学習センター図書室ＤＶＤ代金として

奥畑　康秀 様 10,０００円
ふるさと応援寄附金として

歌
会
へ
と
持
ち
く
だ
さ
れ
し
太
巻
き
の
創
作
寿
司
を
今
に
忘
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮　

崎　

英　

子

（
評
）
昨
年
の
六
月
に
九
十
三
歳
で
急
逝
さ
れ
た
歌
会
の
お
仲
間 

故
「
籔
田

テ
ル
」
様
の
事
を
歌
に
さ
れ
ま
し
た
。
故
人
は
い
つ
も
元
気
で
前
向
き
な
歌

を
詠
み
、
五
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
楽
し
み
に
し
て
い
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、県
下
何
名
か
の
創
作
寿
司
の
資
格
を
持
ち
、つ
い
最
近
ま
で
蝶
、ト
ン
ボ
、

バ
ラ
な
ど
の
寿
司
を
作
っ
て
は
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。
作
者
が

惜
し
い
方
と
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
残
念
に
思
い
詠
ま
れ
た
歌

と
思
い
ま
す
。
昭
和
の
激
動
を
の
り
越
え
て
来
ら
れ
た
故
人
。
今
ま
た
世
界

は
不
安
定
に
な
り
つ
つ
あ
る
様
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
つ
の
世
も
穏
や
か
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
か
れ
る
事
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。 （
原
田
け
さ
み　
記
）

赤
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の
裾
ゆ
る
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か
に
利
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落
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行
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り
わ
が
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我
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六
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世附の百万遍念仏
２月１４日と１５日、向原
の能安寺道場で、世附
の百万遍念仏が披露さ
れました。
巨大な滑車に取り付

けられた大数珠が勢いよ
く回される巧みな技と、数
珠が床にぶつかる大きな音に
観客からは歓声が上がり、大きな拍
手が起こりました。数珠廻しを体験した観客は、その
難しさを感じていたようでした。
数珠廻しの後は、剣の舞や姫の舞、おかめの舞、鳥

さしの舞など様々な舞いや神楽が行われ、それぞれ演
じた方々に大きな拍手が送られ、大きな声援や笑い声
が会場に響いていました。

祭りの最後には、道場の中央に置かれた大太鼓
の周囲に大勢の人が集まり、大太鼓を叩きながら
念仏衆が唱言を十回唱えます。これが終わると、
疫病よけになるといわれる道場に張り巡らされた縁
起物の幣束を集まった人々が取り合い、大盛況の
うちに祭りは終了しました。

第10回子ども議会 開催

山口晃輝さん（三保小）
人がたくさんいて、初めの方
は緊張したけど、２番目くら
いから緊張がほぐれてきて普
通に話せるようになりました。

三木涼太さん（川村小）
みんなより高いところに座った
ので、緊張して頭が真っ白に
なりました。でも、みんなの
顔が自分の方を向いているの
がよく見えて楽しかったです。

池田翔哉さん（清水小）
高いところですごく緊張したけ
ど、横にいた議会議長さんが
アドバイスをしてくれて、安心
してできました。間違えずにで
きたのがうれしかったです。

子ども議長にインタビュー

県指定無形民俗文化財

２月２日の午後、役場４階の議場で１０
回目となる「山北町子ども議会」が開
催されました。
子ども議会は未来を担う子どもたち
が、まちづくりや町が行っている仕事への関心を高
めるとともに、議会の仕組みを学ぶことにより、自分自身の意見
や考え方を素直に発表する発言力や行動力を身につけ、児童会活動や学校生活
の場に生かしていくために開催しています。
今回は例年と異なり、町内小学校６学年の全児童が、学校の「社会科」の授
業で「議会」について学び、グループで町への質問事項を考えました。
当日は、各学校から１名ずつ選出された子ども議長３名が議事進行を務め、
川村小学校１０名、清水小学校２名、三保小学校１名の計１３名の代表者が議員
として質問しました。また、６学年の全児童が議会を傍聴しました。
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山北町丸山のてっぺんに新工場を建設中！ 

募 集 

社食の運営に関わりたい方,一緒に働きませんか？ 
社員食堂で活躍してくれる方を募集しています！ 

 
募集： 調理補助 ３～４名 

 
経験・資格不問（未経験でも OK です！） 

勤務： 平日週２日以上 9：00～15：00 
給与・待遇：要相談 

 まずはお気軽にお問い合わせください！！  

 
 

Tel:046-253-1411(担当：小林 均) 

 座間市ひばりが丘 4-13-16 
〒252-0003 

町内循環バスでの通学今月の 表 紙
　今月号の表紙は、町内循環バスを利用して通学する児童
の様子を撮影しました。
　バスは町民の皆さんの生活を支える重要な交通手段
です。より多くの方がバスを利用して、これからも大切な
生活交通を守っていきましょう。


